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農政課・TEL224−5939
　川越市をはじめ近隣９市町、関連業界などで出資する川越総合卸売市場㈱（以下「同社」）では、昨年12月5日に開催さ

れた同社の臨時株主総会において、資本金144億1,080万円を１億円に減少する「減資」の議案が全会一致で承認されま

した。市は、同社に99億1,705万円（全体の68.8％）を出資していることから、昨年9月17日開催の厚生常任委員協議会、

また、同年12月2日開催の市議会議員協議会において、それぞれ同社の減資の意向を報告しました。

川越総合卸売市場㈱とは？
　同社は、県南西部に生鮮食品の安定供給を図るなどの目的で、川越市を含む9市町と民間会社が共同出資し、平成3年

9月に設立、同6年5月に開業した第三セクターです。資本金は設立時5億円（行政51％・業界49％）でしたが、開業時に

用地費等として金融機関から借り入れた元利金の返済などのため、9市町が毎年出資し、同19年度末には資本金額は約

144億円（行政98.3％・業界1.7％）となりました。市の出資金は全体の68.8％、約99億円となっています。市は設立当

初から筆頭株主であったため、同20年6月まで代表取締役社長は川越市長が就任し、また市職員ＯＢを派遣して経営の

責任を担ってきました。同21年12月現在の同社職員は9人で、うち代表取締役社長と取締役副社長が市職員ＯＢです。

株式会社の資本金とは？
　会社が株式発行で得た金額を表す会計上の科目です。資本金額は、これを上回る会

社資産が無ければ株主に配当できない基準としての「はたらき」を持つ金額です。ま

た、出資金は会社の資本金に充当するものであり、貸付金のように会社が返還（返済）

する義務を負うものではありません。

川越市の出資金はどうなったのか？
　市は計上した予算に基づき、同社に対し平成4年度から同18年度まで毎年5億円か

ら7億円を出資しています。この金額は他市町の出資金とともに資本金に組み入れら

れ、借入金の元利金返済などに充てられています。

「減資」の経緯
　同社は、平成19年度に約1,300万円・同20年度に約1,700万円の純利益を計上し

ています。しかし、厳しい流通環境や借入金の支払い利息などで、同20年度末現在、

約53億3,902万円の累積損失を計上しています。このようななか、同19年末に同社

から「今後の経営改善のために、資本金の額を144億1,080万円から１億円にする減

資を行いたい」という提案がありました。この提案は、同20年6月の定時株主総会

で継続審議となり、同年11月に予定した臨時株主総会も市の事情で取りやめとなり

ました。同21年に、市は公認会計士や流通の専門家などで組織する外部専門家検討

部会を設置。減資を含めた同社の経営改善施策について検討を行い、「資本金の額を

１億円以下にすることが財務面では有益である」との中間提言が示され、市では、同社の減資を承認することにしました。

「減資」とは？
　減資とは、資本金の額を減少させる手法で、会社財産が減少する「有償減資」と、減少しない「無償減資」があります。

今回は「無償減資」であり、同社の財産は「減資」を行う前後で全く変わりません。また、1株あたりの純資産額も変わり

ません。この効果としては、資本金１億円を超える法人が対象となる外形標準課税・約2,900万円の節税が図られます。

同時に、右上のグラフのとおり、減資で生じる差額約143億円が資本剰余金に振り替わり、これで約53億3,902万円の

累積損失の解消を行います。これはすべて会社の会計上の処理であり、会社の財産等の実体には無関係です。

今後の経営改善について
　市議会からは、減資に関連して「今後の経営改善に強い態度で臨むように」とする決議が出されています。市としては、

2月に予定されている外部専門家検討部会の最終提言を踏まえ、他の出資市町などとも調整し、「経営改善計画」の策定・

実行を同社に求めていきます。全国から新鮮な青果・水産物が集まる、川越市場。小売店や飲食店を営んでいる皆さんは、

ぜひ川越市場の積極的な活用をお願いします。また、毎月第2・第4土曜日の午前中は、一般の方も利用できる「お客様感

謝市」を開催しています。川越市場では、多くの市民の皆さんの来場をお待ちしています。
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食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画

に
対
す
る
意
見
募
集

　

市
で
は
、
食
品
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
食
品
衛
生
法

に
基
づ
き
「
平
成
22
年
度
川
越
市

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
市
内
外
を
問

わ
ず
、
同
計
画
案
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
1
月
25
日
㈪

～
2
月
25
日
㈭

閲�

覧
場
所
…
保
健
所
・
保
健
医
療

推
進
課（
本
庁
舎
二
階
）・
政
策

企
画
課（
本
庁
舎
四
階
）・
出
張

所
・
連
絡
所
・
公
民
館
・
図
書

館
意�

見
の
提
出
方
法
…
意
見
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
3
5
0
︲
1
1
0
4
小
ケ
谷

8
1
7
︲
1
・
川
越
市
保
健

所
食
品
・
環
境
衛
生
課（
フ
ァ

ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲

覧
・
意
見
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
・
案
を
修
正
し
た
場
合

の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。
類
似
の

意
見
は
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

食
品
・
環
境
衛
生
課

ＴＥＬ
2
2
7
︲
5
1
0
3

ＦＡＸ
2
2
4
︲
2
2
6
1

大
気
汚
染
防
止
法
処
分
基

準
に
対
す
る
意
見
募
集

　

大
気
汚
染
防
止
法
お
よ
び
埼
玉

県
生
活
環
境
保
全
条
例（
大
気
関

係
）に
係
る「
不
利
益
処
分
に
係
る

処
分
基
準
」の
改
正
案
に
関
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
ま
す
。「
不
利
益
処
分
に
係
る

処
分
基
準
」
と
は
、
規
制
対
象
施

設
設
置
者
に
改
善
命
令
を
出
す
場

合
な
ど
の
基
準
で
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
1
月
25
日
㈪

～
2
月
26
日
㈮

対�

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方

閲�

覧
場
所
…
環
境
保
全
課（
本
庁

舎
五
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所

意�

見
の
提
出
方
法
…
閲
覧
場
所
で

配
布
す
る
提
出
用
紙
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
〒
3
5
0
︲

8
6
0
1
川
越
市
役
所
環
境

保
全
課（
フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲

覧
・
意
見
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
・
案
を
修
正
し
た
場
合

の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。
類
似
の

意
見
は
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課

ＴＥＬ
2
2
4
︲
5
8
9
4

ＦＡＸ
2
2
5
︲
9
8
0
0

総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
を
公
募

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
を
初
年

度
と
す
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
同
審
議

会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

対�

象
…
他
の
付
属
機
関
の
委
員
で

な
い
市
内
在
住
の
成
人
で
、
平

日
昼
間
に
十
回
程
度
開
催
さ
れ

る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

期
間
…
11
月
末
日
ま
で

定
員
…
四
人
以
内（
選
考
）

申�

し
込
み
…
政
策
企
画
課（
本
庁

舎
四
階
）で
配
布
す
る
応
募
書

類
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、「
将

来
の
川
越
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」（
八
百
字
程
度
）を
添

え
て
、
2
月
15
日
㈪（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
3
5
0
︲

8
6
0
1
川
越
市
役
所
政
策

企
画
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課

ＴＥＬ
2
2
4
︲
5
5
0
3

違
反
広
告
物
除
去
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
募
集

　

良
好
な
景
観
を
維
持
す
る
た
め

に
、
条
例
に
違
反
し
た
は
り
紙
な

ど
の
広
告
物
を
日
常
的
に
地
元
の

皆
さ
ん
で
除
去
す
る
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

既
に
市
内
に
お
い
て
、
地
域
景

観
の
向
上
に
大
き
な
成
果
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

対
象（
原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ

て
を
満
た
す
団
体
）

① 

違
反
広
告
物
簡
易
除
却
推
進
員

に
な
る
予
定
の
方
が
二
人
以
上

（
安
全
の
た
め
、
活
動
は
二
人

以
上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

② 

月
～
金
曜
日
で
、
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
の
間
に
活
動
が

可
能（
活
動
回
数
な
ど
は
自
由
）

③ 

除
却
し
た
物
件
を
各
自
で
一
時

的
に
保
管
す
る
場
所
が
、
適
正

に
確
保
さ
れ
て
い
る

④ 
除
却
し
た
物
件
を
、
各
自
で
市

指
定
の
場
所
に
搬
入
で
き
る

⑤
活
動
区
域
が
市
内

＊
違
反
広
告
物
の
除
却
は
、
講
習

を
受
講
し
、
違
反
広
告
物
簡
易
除

却
推
進
員
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
講
習
日
程
は
、
応
募

団
体
の
代
表
者
と
調
整
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

都
市
景
観
課（
本
庁
舎
五
階
）・

出
張
所
・
公
民
館
で
配
布
す
る
書

類
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
2
月

19
日
㈮
ま
で
に
都
市
景
観
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
都
市
景
観
課

ＴＥＬ
2
2
4
︲
5
9
6
1

耐
震
改
修
し
た
既
存
住
宅

の
所
得
税
控
除
に
つ
い
て

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
既
存
住
宅
が
、
平
成
21

年
中
に
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
所
得
税
額
の
特
別
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得

税
額
の
特
別
控
除
を
受
け
る
際
に

必
要
な
証
明
書
は
、
建
築
指
導
課

で
交
付
し
ま
す
。

　

所
得
税
額
の
特
別
控
除
を
受
け

る
に
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

川

越

税

務

署（
TEL
2
3
5
︲

9
4
1
1
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
…
建
築
指
導
課

ＴＥＬ
2
2
4
︲
5
9
7
4


